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図 1 Europe-Japan1(EJ1)パターン（6月）（Wakabayashi 
and Kawamura 2004 より引用）． 
線：500hPa面ジオポテンシャル高度の回帰係数（m） 
色：OLRの回帰係数（W/m2） 
図 4 サヘルOLRインデックスと海面水温との回帰図（9月）．  
線：回帰係数（℃），色：信頼係数 90％以上 





図 7 LBM実験(サヘルに熱源)による結果．9月 300hPa面． 
線，色：ジオポテンシャル高度の偏差（m） 
ベクトル：波活動度フラックス（m2/s2） 
図 5 サヘルOLRインデックスと流線関数との回帰図（9月）． 
線：回帰係数（×105 m2/s），色：信頼係数 90%以上 
(a)300hPa面，(b)850hPa 面 
(a) (b) 
図 6 サヘルOLRインデックスと 200hPa 面速度ポテンシャルとの回帰図
（9月）． 
線：回帰係数（×105m2/s），色：信頼係数 90%以上 
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